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　Lifts-Her-Tail：決して、そのようなこと御座いません、お優しい旦那様！　私が此処に居りますのは、貴方様の御部屋を御掃除するためだけで御座います。

Crantius Colto：君が此処に来たのは、そのためだけかい、お嬢ちゃん？　私の部屋のためだけかい？
Lifts-Her-Tail：貴方様が何を仄めかしていらっしゃるのか、私には見当も付きません、御主人様。私は、ただの可哀そうなArgonianのメイドなのです。
Crantius Colto：そうだとも、ぽっちゃりちゃん。それに、その力づよい脚や形の良い尻尾、そういう良い物の持ち主だ。
Lifts-Her-Tail：お恥ずかしいですわ、旦那様！
Crantius Colto：怖がらないで。この私の傍で危ないことは無いよ。
Lifts-Her-Tail：御掃除を終わらせてしまいませんと、旦那様。さもないと、奥様にクビにされてしまいましょう！
Crantius Colto：うん、御掃除だって？　うってつけの物が在る。ほら、私の槍を磨いてくれないかい。
Lifts-Her-Tail：まあ、大きなこと！　一晩中かかってしまうかも知れませんよ！
Crantius Colto：時間はタップリだよ、マイ・スウィート。時間はタップリだよ。
　第４幕　第３場　終わり

